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【削減状況の自己評価】

本票作成 部署名：　本社管理本部総務企画グループ総務・法務チーム

主たる業種
分類

コード 56 業種名：各種商品小売業

前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況

氏
　
名

（法人にあっては名称） 住
　
所

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

　株式会社　天満屋
700-8625

岡山市北区表町2-1-1

事業の
概　要

　百貨店、他

県内の
主　な
工場等

番号 工場等の名称 所　　在　　地

① 天満屋岡山店 岡山市北区表町2-1-1

②

⑤ リビング館 岡山市北区表町2-2-73

⑥ カルチャー館 岡山市北区表町2-2-68

天満屋倉敷店 倉敷市阿知1-7-1

③ 天満屋津山店 津山市新魚町17

④ 物流センター 岡山市中区倉益214-1

温室効果ガス 基準年度(平成 24 年度) 平成 25

特定事業者
の該当要件

①燃料等原油換算1,500kℓ以上 ②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

)年度排出量 目標年度(平成

③CO2換算3,000t以上

（●工場等の数 28 所 ●車両台数（②該当の場合） 台）

29 年度)

22,372 ｔCO2 24,347 ｔCO2 22,148 ｔCO2

主な工場等
の排出量

番号 工場等の名称 （平成 25 ）年度排出量

① 天満屋岡山店 11,328 ｔCO2

④ 物流センター 671 ｔCO2

⑤ リビング館 264 ｔCO2

② 天満屋倉敷店 8,317 ｔCO2

③ 天満屋津山店 2,328 ｔCO2

⑥ カルチャー館 202 ｔCO2

削減目標の
達成状況

5 箇年度）

25 ）年度削減実績 目標削減率 目標達成

計画期間： 平成 25 平成 29

△ 8.8 1.2 達成 未達

（該当事業者のみ記入）

ベンチマーク 対象事業の名称 ベンチマーク指標 関連数値(平成 25

）年度 目標年度

0.251 0.273 0.248

㎡ ㎡ ㎡

（原単位基準
の削減目標を
選択している
場合に記入）

温室効果ガスの排出量と密接な関係をもつ値の内容 原単位当たり排出量

　売場面積（89,058㎡）

基準年度 25

・温室効果ガス排出量は原油換算Klは減少しているが、中国電力の実排出係数が大きくなったため増になった。

年度) 達成率等

指標の状況

CO2/( CO2/( CO2/( 



【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

【推進体制】
・省エネ法に基ずくエネルギー管理統括者、管理推進者を中心とした管理体制の強化をした。
・省エネ事例報告及び情報交換会を年４回実施し、事業所間での改善情報共有を行い、未実施
　改善策については随時取組を検討実施した。

工場等の名称 実施した措置及び今後の取組の内容

全社的

岡山店

倉敷店

・照明の開店前オン、閉店後オフ時間の短縮推進を呼びかけ、閉店後
　チェックを実施。
・後方部門、規程就業時間でのエアコン、電灯オフのチェックを当番点検表
　で実施。
・お客さまへ店内放送で冷暖房や一部消灯の旨のお断わりと、ご協力依頼を
　実施。
・全社PC新規導入替えに伴い、自動節電モード切替時間を強制的に最短
　設定。

・売場演出照明をLEDに取替。　　 　26年1月～3月（6 tCO2/年）

・一部水冷ヒートポンプの更新。　　25年5、6月

県内で
の取組

　 無

その他 　 無

県内で
の取組

　 無

その他 　 無

・クールビズ、ウォームビズ運動を継続的に取組んだ。
・事務部門の照明、エアコンを１０名程度の最小単位で区画管理し、業務中でも不要な区画の電源オフを
　行った。


